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実
施
し
ま
す！

　

史
跡
足
利
学
校
の
曝
ば
く
し
ょ書

同
事
務
所
・
☎
㊶
２
６
５
５

　

所
蔵
す
る
古
書
の
良
好
な
保
存
を

図
る
た
め
、
江
戸
時
代
以
来
の
伝
統

行
事
で
あ
る
虫
干
し
を
行
い
ま
す
。

時
９
月
下
旬
～
11
月
中
旬
／
午
前
10

時
～
午
後
２
時
30
分
頃
※
天
候
や
湿

度
な
ど
に
よ
り
中
止
と
な
る
場
合
あ

り
。
場
史
跡
足
利
学
校
復
元
建
物
内

書
院
料
見
学
無
料
※
別
途
要
参
観
料
。

国
史
跡
指
定
１
０
０
周
年
記
念
企
画
展

　

足
利
学
校
の
保
護
活
動

―
近
代
を
中
心
に
―

同
事
務
所
・
☎
㊶
２
６
５
５

　

足
利
学
校
は
、

大
正
10
年
に
国

の
史
跡
に
指
定

さ
れ
、
１
０
０

周
年
の
記
念
す

べ
き
年
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
歴
史
の

中
で
、
建
物
の

一
部
焼
失
や
貴

重
な
蔵
書
が
散
逸
の
危
機
に
瀕
す
る

な
ど
、
数
々
の
苦
難
を
乗
り
越
え
な

が
ら
保
護
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

本
展
で
は
、
足
利
学
校
の
保
護
活

動
に
つ
い
て
、
近
代
を
中
心
に
紹
介

し
ま
す
。

時
９
月
18
日
㈯
～
11
月
30
日
㈫
／
▽

９
月
末
ま
で
＝
午
前
９
時
～
午
後
５

時（
受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）▽

10
月
か
ら
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時

30
分（
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）※
休

館
日
を
除
く
。
場
史
跡
足
利
学
校
遺

蹟
図
書
館
料
無
料
※
別
途
要
参
観
料
。

■ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ん
で
も
相
談
室 

■ 

時
９
月
22
日
㈬
／
午
後
２
時
～
４
時

内
俳
句
の
つ
く
り
方
教
え
ま
す
講
俳

人
・
日
下
部 

悲
天
さ
ん
定
20
人
申

事
前
に
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

■ 

ま
ち
の
縁
側

～
読
書
サ
ロ
ン
へ
の
ご
招
待
～ 

■ 

▼
９
月
17
日
㈮
＝
時
午
後
２
時
～
４

時
内『
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
時
は
流
れ

て
』多
田
富
雄
講
石
川
博
右
さ
ん

▼
10
月
９
日
㈯
＝
時
午
後
１
時
～
３

時
内『
日
本
文
化
の
核
心
』松
岡
正
剛

講
鈴
木
光
尚
さ
ん

《
共
通
》定
25
人
申
事
前
に
電
話
で
同

セ
ン
タ
ー

■ 

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
企
画
展 

■ 

▼
日
本
画
名
品
展（
中
山
キ
ッ
コ
さ

ん
）＝
時
９
月
13
日
㈪
～
17
日
㈮
・

22
日
㈬

▼
光
あ
ふ
れ
る
風
景
写
真
展（
春
山

昌
義
さ
ん
）＝
時
９
月
27
日
㈪
～
10

月
７
日
㈭

《
共
通
》時
平
日
午
前
10
時
～
午
後
７
時

ス
テ
ン
シ
ル
染
め

足
利
織
物
伝
承
館
・
☎
㉒
３
０
０
４

時
10
月
６
日
㈬
／
午
後
１
時
30
分
～

３
時
場
同
館（
足
利
織
物
会
館
２
階
）

内
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
を
使
っ
て
エ
コ

バ
ッ
ク
に
模
様
付
け
定
先
着
６
人
※

半
数
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
。
料

３
５
０
円
持
エ
プ
ロ
ン
申
平
日
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
に
事
前
に

電
話
で
同
館

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
講
座
・
展
示

同
セ
ン
タ
ー
・
☎
㊹
７
３
１
１

場
同
セ
ン
タ
ー（
相
生
町
）

■  
 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
講
座 

■

時
９
月
16
日
㈭
／
午
後
７
時
～
９
時

題
マ
チ
ノ
テ
か
ら
拡
が
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
講
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ム
ラ
ボ

理
事
長
・
山
田
雅
俊
さ
ん
定
25
人
申

事
前
に
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

警防指揮課・☎㊶３５５７

　９月１９日㈰に開催を予定
していた消防フェアは、新
型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、今年度の開
催は中止となります。

中止 となります

消防フェア

　登録すると、火災や気象、地
震などの情報がメールで受け取
れます。
※受信には
通信料がか
かります。

▶
樹
木
の
折
り
取
り

　

を
禁
止
し
た
立
札

▲『光あふれる風景
写真展』の作品

登録はこちら

メールで入手できます
火災の発生情報など

通信指令課・☎ 71９２２２



両
毛
線
沿
線
の
ほ
ほ
ん
い
ろ
ど
り
ト
リ
ッ
プ

和
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

観
光
振
興
課
・
☎
⑳
２
１
６
５

kankou@
city.ashikaga.lg.jp

時
９
月
12
日
㈰
／
午
前
10
時
か
ら
２

時
間
程
度
場
足
利
ま
ち
な
か
遊
学
館

内
足
利
銘
仙
な
ど
の
着
物
地
を
使
用

し
た
ア
ン
テ
ィ

ー
ク
の
布
箱
作

り
対
県
内
在
住

の
方
定
15
人
料

２
千
円
申
事
前

に
電
話
か
Ｅ
メ

ー
ル
で
同
課Pick Up!

お
知
ら
せ

税

福 　

 

祉

募 　

 

集

子  

育  

て

健 　

 

康

働 　

 

く

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

施 　

 

設

相 　

 

談
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申
込
』と
参
加
者
全
員

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、

〒
３
２
６
―
８
６
０
１

足
利
市
役
所
農
政
課
あ
て
郵
送（
当

日
消
印
有
効
）※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
申
し
込
み
可
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
イ
ベ
ン
ト

　

オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

元
気
高
齢
課
・
☎
⑳
２
２
４
６

時
９
月
13
日
㈪
～
26
日
㈰
／
午
後
６

時
～
９
時
場
史
跡
足
利
学
校
学
校
門

な
ど
内
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

に
伴
い
、
認
知

症
の
支
援
の
色

で
あ
る
オ
レ
ン

ジ
色
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
す
る

ハ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
あ
し
か
が

in 

コ
ム
フ
ァ
ー
ス
ト

足
利
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会

（
舘
野
）・
☎
㊹
０
３
０
７

時
９
月
25
日
㈯
／
午
前
10
時
～
午
後

３
時
場
コ
ム
フ
ァ
ー
ス
ト
・
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー（
ア
ピ
タ
足
利
店
）１

階
コ
ム
広
場
内
市
内
の
障
が
い
福
祉

関
係
団
体
に
よ
る
障
が
い（
児
）者
へ

の
理
解
を
深
め
る
展
示
や
販
売
な
ど

 

環
境
観
察
会

環
境
政
策
課
・
☎
⑳
２
１
５
１

時
９
月
25
日
㈯
／
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分
場
迫
間
自
然
観
察
公
園
内

同
公
園
の
植
物
観
察
会
講
足
利
自
然

観
察
会
・
根
岸
恒
雄
さ
ん
対
ど
な
た

で
も
※
小
学
生

以
下
は
保
護
者

同
伴
。
定
先
着

20
人
持
筆
記
用

具
※
長
そ
で
・

長
ズ
ボ
ン
着
用
。

申
事
前
に
電
話

で
同
課

さ
と
い
も
収
穫
体
験

農
政
課
・
☎
⑳
２
１
６
２

時
10
月
２
日
㈯
／
午
前
10
時
場
大
久

保
町
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
集
合
対
市

内
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学
し
て
い

る
方
※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
。
定
35
人
※
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
。
料
１

人
５
０
０
円
※

当
日
集
金
。
申

９
月
15
日
㈬
ま

で
に
往
復
は
が

き
に
、『
さ
と

い
も
収
穫
体
験

史跡足利学校事務所・☎㊶２６５５

健康増進課・☎㉒４５１２

　かやぶき屋根建物の庫
く り

裏の
前に『宥坐の器』があるのをご
存じですか。この器は、館林市
在住で現代の名工に選ばれた
鍛金師である針

は り う せ い じ

生清司さんが
製作して、寄贈されたものです。
　空の時には傾いているこの
器は、少し水を入れるとまっ

すぐになり、八分目を超えて入れすぎるとひっ
くり返ります。孔子が理想とした中

ちゅうよう

庸がよい
ことを教え、常に座右に置いて学ぶべきもの
であるとして『宥坐の器』と呼ばれています。
　 足 利 学 校 で は、この由 来 が 書 か れ た

『孔
こ う し け ご

子家語』や場面が描かれた『孔
こ う し か ん き き

子観欹器
図

ず

』を所蔵しています。楽しみながら孔子の
教えである中庸を学べる『宥坐の器』、皆さん
もぜひ体験してください。

孔子と宥
ゆ う ざ

坐の器
き

19

　たばこを消した後に、その場の残留物から放
出される有害物質を吸引することをサードハン
ド・スモーク（三次喫煙）と言います。

　主に室内や車内で起こ
りやすく、アレルギーな
どを引き起こす要因のひ
とつとされています。

各講座、イベントなどにご来場の際は新型コロナウイルス感染症予防対策
にご協力をお願いいたします。また延期や中止となる可能性があります。


